
民俗文化財調査いよいよスタート！ 

信楽焼製造用具を収集 

★地域の文化をよみがえらせよう!!

★皆さんのご支援・ご協力を 
　　　　　　　　お願いします!!

　文化財保護課では、新生甲賀市の出発を契機と
して、甲賀市が持つ豊かな歴史文化を明らかにし、
市民が一丸となってふるさとを大切にする郷土愛
が育まれるための事業を行っています。 
　特に、社会構造の変化が著しい中にあって、資料
の散逸や伝統行事の消滅が予想されることから、
一刻も早く記録保存し、時代時代の生活の移り変
わりを伝承していくことが必要となります。 
　今年度から、文化財保護法の改正に伴い、新しく
民俗技術の視点が導入され次代につながる地域
づくりのため、市内の民具資料の収集と保存に努
めています。 
　信楽焼製造用具の収集をはじめ、配置売薬関係
資料、山村生活用具や水口や土山の街道銘産品な
ど、地域の特色ある民俗技術に光りをあてるため
の収集調査を始めます。 
　なつかしい地域の伝統文化に新しい時代の光を
あて、共に地域文化をよみがえらせていきましょう。 

　甲賀市という広い地域の中での新たな民
俗資料の収集となることから、市民の皆さん
の情報提供はとても重要となります。未だ知
られていない貴重な資料が埋もれているこ
とと思います。 
　まずは、どんな資料や情報でも結構ですの
で、文化財保護課まで情報をお寄せください。 
　皆さんのご理解とご協力をよろしくお願
いします。 

甲賀配置売薬関係資料 

★地域の文化をよみがえらせよう!!

★皆さんのご支援・ご協力を 
　　　　　　　　お願いします!!

【問い合わせ】 
文化財保護課  186‐8026  FAX 86-8380
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